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学校におけるＩＴ活用の推進

１２年度 １４年度～ １７年度

（１２年３月）

（１２年３月）

目 標

１．コンピューター整備状況
→ ５．４人に１台

２．高速インターネット接続率
→ １００％

３．普通教室ＬＡＮ接続率
→ １００％

４．教員のＩＴリテラシー
コンピュータで指導ができる教員

→ １００％

５．あらゆる授業でITを活用
研究成果を活用、効果的な授業を
実現

目 標

１．コンピューター整備状況
→ ５．４人に１台

２．高速インターネット接続率
→ １００％

３．普通教室ＬＡＮ接続率
→ １００％

４．教員のＩＴリテラシー
コンピュータで指導ができる教員

→ １００％

５．あらゆる授業でITを活用
研究成果を活用、効果的な授業を
実現

ハード面ソフト面が一体となって
重点的・戦略的に推進
「教育用コンピュータ整備計画」に
基づき 着実な整備を推進

（地方交付税措置）
「高度教育用ネットワーク利用環境
整備事業」 により高速化推進

（国庫補助金事業及び地方交付税措置）

１３年度補正予算により加速化

「校内ＬＡＮの整備」により、

学校内のネットワーク化を推進

（国庫補助事業等）

「ＩＴ活用指導力向上プラン」により、
すべての教員がＩＴ授業を実践

操作技能の習得→各教科での実践
（新たな目標による教員研修の実践）

「ＩＴ深化・定着プロジェクト」により
授業でのＩＴ活用を飛躍的に推進

（実践研究・開発、成果の全国普及）

ｅ－Ｊａｐａｎ重点計画及びｅ－Ｊａｐａｎ2002プログラムに基づき重点的・戦略的に推進

現 状（１３年３月現在）

１．コンピューター整備状況
１３．３人に１台

２．インターネット接続率
５７．４％ → ８１．１％

高速インターネット接続 約１０％

３．普通教室ＬＡＮ接続率
→ ８．３％

４．教員のＩＴリテラシー
コンピュータが操作できる教員
６６．１％ → ７９．７％

コンピュータで指導ができる教員
３１．８ → ４０．９％

５．ＩＴ活用方法の研究開発
教育方法の改善研究・成果蓄積

（１２年３月）

（１２年３月）

現 状（１３年３月現在）
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６６．１％ → ７９．７％

コンピュータで指導ができる教員
３１．８ → ４０．９％

５．ＩＴ活用方法の研究開発
教育方法の改善研究・成果蓄積



• （市長）九州一の情報教育都市　
• （教育長）すべての教科でコンピュータ活用
「パソコンよ、こんにちは。インターネットよ、ありがとう。」

宮崎市の状況

文部科学省がいう２００５年のスタイル

　宮崎市立の５３小・中学校すべてに
普通教室２台ずつ
特別教室１２台
コンピュータ室４０台
（総数）４６００台超

九
州
一？



PC台数、操作指導できる教員の割合
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全国の中核市でトップレベルにある



情報技術・社会と教育の関係

情報技術
・社会・社会

教育を支える
情報技術

情報社会を支える
教育

教育教育
情報技術

ＩＴ活用

情報教育



デジタルコンテンツ例

文部科学省『教育用コンテンツ開発事業』 「算数・数学の思考過程をイメージ化する動画素材集」より

http://www.dainippon-tosho.co.jp/mext/nhk/index.html



プロジェクタ以外でも、十分ＯＫ



黒板とプロジェクタを生かした授業



大きく映し出す



白板がスクリーン



実物がある授業にする



「九州一の情報教育都市」
戦略プラン(案)

• 「情報活用能力を身に付ける児童・生徒
とわかる授業をめざす教職員」

• 「いつでも、どこでも安心して情報を共有
しインターネットを使える学習環境」



– （Ⅰ）　（子どものために）

　　情報活用能力を身に付ける情報教育

– （Ⅱ）　（教師のために）

　　わかる授業のためのＩＴ活用

– （Ⅲ）　（学校のために）

　　情報化による学校支援

– （Ⅳ）　（いつでもどこでも使えるために）

　　教育情報通信基盤整備

– （Ⅴ）　(安全な運用のために)
　　情報セキュリティーの確保



これまでの公開校
• 平成１２年度

　　スキル向上を目指した生目南中

• 平成１３年度

　　校内ＬＡＮを生かした宮崎小

• 平成１４年度

生徒指導や授業に生かした東大宮中

• 平成１５年度

「情報教育」と「わかる授業」恒久小

　「主体的に情報を活用」と「学びを深め拓く授業」



情報化に対応した教育
情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教
育の推進等に関する調査研究協力者会議、1997．10

• 情報教育

– 子どもに情報活用能力をつける

• 学習指導における

　　　情報手段の活用　　　

– よくわかる授業のために利用する

• 校務の情報化

– ＩＴ時代の学校、教師として、説明責任

情報教育研究班

教科等活用研究班

校務情報化研究班

恒
久
小
の
研
究
班



有効なデジタルコンテンツの活用

平成１５年　１月１７日





８：１０　学級



イントラネットで、出欠登録



デジタルコンテンツ活用で



体験を奪わない



自作のコンテンツと



ネット上のコンテンツの上手な使い方



デジタルコンテンツの活用事例収集の方法



宮崎市のデジタルコンテンツ活用授業の収集
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活用事例の評価結果（Ｈ１４年度　２６４事例）
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図１　全体評価をもとに並び替えたプラン評価とデジタルコンテンツ評価の推移
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デジタルコンテンツ活用

表２　デジタルコンテンツ活用において「よくない」
　　　改善点として挙げられた項目の出現度数

計（17）計（17）計（28）計（22）

興味関心を高め
る工夫(8)

ＤＣ変更 (2)
発問・指示等変
更(1)

ＤＣ活用場面変
更(6)

本時目標
ゴール設定(４)

ＤＣ精選 (5)
発問・指示等明
確に(5)

時間配分を増や
す(7)

条件外(９)

ＤＣ使いやす
いリンク
(10)

発問・指示等を
増やす(11)

展開の変更(15)
再構築
評価矛盾(９)

ＤＣ改善加除修正展開の変更根本的な改善

ＤＣ改善点授業プラン改善点

（　）内の数値は出現度数



板書と



デジタルコンテンツのよさを生かす



デジタルで二人の先生にする



２台のＰＣを
上手に使わせる



まとめ

• 宮崎市の現状

– ４６００台のPC　授業活用率７５％

• 教師の授業力

– よくない＆あまりよくない事例＝35．4％

– 改善の視点「授業プランの展開と発問」

– 授業プランが主軸である。

• 今後の課題

– 使うことによって学ぶ姿勢

教師の力、児童生徒の力をもって、九州一となる。



自分の作品が大写し


	九州一の情報教育都市への道程
	宮崎市の状況
	情報技術・社会と教育の関係
	デジタルコンテンツ例
	白板がスクリーン
	
	「九州一の情報教育都市」戦略プラン(案)
	これまでの公開校
	情報化に対応した教育
	デジタルコンテンツの活用事例収集の方法
	活用事例の評価結果（Ｈ１４年度　２６４事例）
	デジタルコンテンツ活用
	まとめ

